
あれ？
木が曲がっちゃった！

おや？  
椅子が
ゆらゆらするよ！

特集
DXの推進で、私たちの暮らしはどう変わる？

今号の表紙

県立大学の木材高度加工研究所で開発された世界初の木質素材。県内では曲げわっぱなど、水分と熱によって木を曲げる
技術が有名ですが、この新素材は複数の薄い板をゼリー状の接着剤で重ねて貼り合わせることにより、簡単に曲げたり、ねじったり
できるやわらかさが保たれます。写真は、技術を応用して作られたバネのような構造の木の椅子。おしゃれで座り心地の楽しい
家具として活用されています。

やわらかい木「グニャグニャとバネバネ」

令和4年3月1日発行［第252号］

2022 月号3・4



週平均1日当たりの睡眠時間
［8時間2分］ 眠りの質を高めるポイント

◎起床したら日光を浴びる
◎適度な運動を心掛ける
◎�寝る直前にスマートフォンを
操作しない

◎体に合う寝具を選ぶ

総務省統計局が発表した統計※1

の1日当たりの睡眠時間※2に
よると、全国平均が7時間40分
に対して、秋田県は8時間2分と
全国1位。
その要因について、日本睡眠
科学研究所認定「スリープ
マスターエキスパート」資格を
県内で唯一持つ、秋田市の寝具店
「まるさ佐藤」の佐藤謙太郎さん
は「県民の生活環境にある」と
分析します。「首都圏では通勤・
通学に1時間以上かかること
が珍しくないが、秋田県では、
マイカーで職場や学校から短時間

で帰宅できる。また、夜間に営業
している店が少ないので、必然的
に帰宅時間も早くなり、自宅で
ゆっくり眠ることができるのでは
ないか」と話します。
人生の3分の1を占めると言わ

れる睡眠。単に「長ければ良い」
のではなく、「質も大切」と佐藤
さん。「質の高い睡眠によって
疲れがとれ、翌日元気に動ける。
健康の維持にも欠かせない」。
睡眠を確保しやすい生活環境

を生かしつつ、「質」を高め、
健康面でも全国一を目指しま
しょう。
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※1　総務省統計局「社会生活基本調査」（平成28年）
※2　10歳以上、土・日を含む週全体の平均
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体圧負荷を分散するマットレス素材

快眠グッズのアロマ

オーダーメード枕は眠りの質を変える
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お問い合わせ先  県デジタル政策推進課　☎018-860-4271

DXの推進で、私たちの
暮らしはどう変わる？

ディーエックス

詳しくはこちらから

秋田県　デジタル政策

　インターネットを利用したサービスや人工知能など、先進的なデジタル技術の活用による社会の変革
が進んでいます。本県が抱えるさまざまな課題をこうしたデジタル技術で解消しようと、昨年4月に知事
を本部長とした「秋田県DX戦略本部」を立ち上げるとともに、関係課室を同一フロアに集約した
「秋田県DXセンター」を開所し、DXの推進に取り組んでいます。
　DXによって私たちの暮らしはどう変わるのか。県が目指すイメージの一部をご紹介します。

DX＝「デジタル・トランスフォー
メーション」の略で、異分野間のデータ
やデジタル技術を活用して、製品や
サービス、ビジネスモデル、業務、組織、
プロセス、企業文化・風土などを変革する
ことを意味します。

目的によってバラバラ…
情報が古い場合も…

一つのサービスで完結！
情報は常に最新のもの

◎天気情報
◎�目的地への最短
ルート案内
◎�周辺のグルメや
　観光案内
◎�撮影した写真を家族
や知人に送信したり、
SNSで情報発信

「行政」「産業」「くらし」を施策
の柱として、今年度中に「秋田県
DX推進計画」を策定。官民一体
となってデジタル化とDXの実現
を目指します。
　具体的には、県民の利便性向上
を図るための行政手続きのオン

ライン化や、DXに関して情報発信
する「秋田県DX推進ポータル
サイト」の開設などにより、行政や
県内事業者等のデジタル化やDX
を推進するほか、高齢者向けの
スマートフォン操作体験会等も開催
しています。

手数料のキャッシュレス納付の導入
など、電子申請サービスの手続きが
拡大。

スマート農業の普及・拡大による
省力化で、生産性が向上。

自宅に居ながら医師の診察が受け
られるオンライン診療が可能に。

身近なDXの例

行　　　政 産 業 く　　ら　　し

そもそもDXとは？

こう変わるかも？DXがもたらす私たちの未来

秋田県の取り組み

地図
乗り換え
案内本

グルメ本

今昔

スマートフォン
1台で全ての
手続きが行える

人手不足問題が
一気に解決！

患者・家族の
負担が軽減

住所変更
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木材の地産地消を
県産材を暮らしの中に

MADE IN AKITA

丸太の生産からさまざまな木製品になるまでの工程は、複数の
県をまたいで完結することが多い中、秋田県は、県内のみで行う
ことできる、全国でも数少ない県です。まさに「木材総合加工
産地」であると言えます。

住宅の新築やリフォーム建材、家具の購入の際など、県産の良質
な木材を暮らしに取り入れてみませんか。

県産材の活用例

スギの木をふんだんに使用した
温もり感じる廊下

テラスの天井に活用
庭に溶け込んだスペースに

MADE IN AKITA

お問い合わせ先 県林業木材産業課　☎018-860-1915

もっと詳しく知りたい方、使い
たい場合のお問い合わせ先
などはこちらから

秋田県　県産材の活用

◎木材ならではの心地良い肌触り
◎木の温もりや香りがもたらす安らぎや
リラックス効果による、学校や福祉施設などでの
　豊富な利用実績
◎丸太の生産から加工まで行われている秋田県なら
ではのさまざまな建材や加工技術を生かした銘木、
広葉樹製品など、選択肢の広さ

木材・県産材の魅力

県では、県内の木造・木質化のモデルとなる優れた建築物を県民
の皆さまにお知らせするため、「ウッドファーストあきた木造・木質化
建築賞」を開催しています。受賞作品はこちらからご覧いただけます。

見に行ける！木材を使ったスマートな空間

手軽におしゃれを演出するカッティングボード

シンプルなデザインで、
シーンを選ばない椅子

木の質感を強調する、
見せる梁（はり）としても最適

木に囲まれた、自然の香りを
感じられる和室
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能代市

八峰町

潟上市

能代港

三種町

男鹿市

秋田市

由利本荘市
平成26年度に県が
設定した候補海域

　「秋田港」と「能代港」における洋上風力発電事業について、風車を設置するための基礎（杭
くい

）の
打設工事が完了しました。今後は、この基礎の上に風車を設置する工事が行われることとなっており、
令和４年末に運転開始予定です。

　沖合における洋上風力発電の導入を促進するために制定された
「再エネ海域利用法」※に基づき、本県沖の次の２海域における発電

事業者が国により選定・公表されました。
※��正式名称：海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する法律

 県内への経済効果の最大化  および  地方創生に資する発電事業の実現 
に向けて、取り組みを進めてまいります。

秋田港・能代港の状況

　本県沖では、全国に先駆けた洋上風力発電の早期の導入が見込まれています。
県では、洋上風力発電の導入を県内の産業振興・雇用創出に結び付けられるよう、
さまざまな取り組みを行っています。

本県沖の洋上風力発電の現状
風車の設置に向けた海洋工事の進

しんしん

捗
ちょくちょく

発電事業者の決定

秋田港 能代港

能代市、三種町および男鹿市沖
秋田能代・三種・男鹿オフショアウィンド
・三菱商事エナジーソリューションズ（株）
・三菱商事（株）・（株）シーテック

選定事業者
（構成員）

由利本荘市沖
秋田由利本荘オフショアウィンド
・三菱商事エナジーソリューションズ（株）
・三菱商事（株）・（株）ウェンティ・ジャパン
・（株）シーテック

選定事業者
（構成員）

洋上風力発電で
　　秋田を元気に

出典：秋田洋上風力発電株式会社
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令和３年度の実績

お問い合わせ先  県エネルギー･資源振興課　☎018-860-2281

　今後、大規模な洋上風力発電の導入が見込まれます。そこで発電所（電気設備）
の保安管理業務を担う「電気主任技術者」という重要な人材の確保が課題となって
います。県では資格保有者を工業系高校へ派遣する出前講座を行い、人材育成
に取り組んでいます。

　秋田大学と秋田県立大学では、再生可能エネルギーに関する講座が開設
されています。県職員も講師として本講座へ参画しており、今後もこのような
協力を継続していきます。

　洋上風力発電事業に県内企業が参画できるよう、県では県内企業の人材育成
のための補助事業を行っています。

出前講座の様子

秋田県立大学での講義の様子

電気主任技術者
（資格保有者）

産業振興や人材育成に向けた取り組み
電気主任技術者の工業系高校への出前講座

県内の大学による再エネ講座

県内企業の育成

・仕事のやりがい、魅力
・資格保有のメリット などを説明

・再生可能エネルギーへの興味関心
・地元就職への意識

電気主任技術者の派遣・講義

例えば…
　洋上風車のメンテナンスを行うためには、専用のメンテナンス
船（写真参照）で風車へ乗り移って作業をする必要があります。
　県内企業がメンテナンス船の航行のために、船舶免許等を
取得する際の必要経費の一部を県が補助する制度などがあり
ます。

出典：Akita OW Service株式会社

県がプロジェクトチームを設置し、県内
教育機関での再エネに関する講座の開設
等を検討。

平成28年～令和元年 令和2年～ 大学で講座の開設に至りました!!

県内大学

産業技術
センター 県内企業

大手発電
事業者技術専門校

人材育成
プロジェクト
チーム 秋田県立大学 講座：再生可能エネルギー入門

対象：システム科学技術学部2年生

秋田大学大学院
（ あきたサスティナビリティスクール）

講座：新エネルギー利用論Ⅰ
対象：大学院生及び社会人

県は講師役として
講義に参加!!
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地熱貯留層
（深さ約1,000m～3,000m）

温泉帯水層
（深さ約十m～数百m）

マグマ溜まり
（深さ約3,000m～）

蒸気
・
熱水

排熱水

地熱発電所

生産井 還元井
温泉井

温泉

雨水が
地下に浸透

　地熱資源は火山性の地熱地帯で、マグマの熱で
高温になった地下深部（地下1,000～3,000m程度）
に存在します。地表面に降った雨や雪が地下深部まで
浸透し、高温の流体、すなわち地熱流体となります。
これが溜まっているところを地熱貯留層といいます。

　地熱発電は、地熱貯留層より地熱流体を取り
出し、タービンを回転させて電気を起こしています。
発電で使い終わった熱水は、還元井から地中に戻し
ます。

地熱開発には、最低でも10年以上の年月がかかるといわれています。
地熱は地域の大切な資源であるため、地元の理解を得ながら丁寧に
取り組んでいくことが求められます。

地熱発電のしくみ

地熱発電所ができるまで

　本県には約500万kWもの地熱資源量があると
いわれており、地熱発電導入量は、県内5発電所で
合計約13万5千kW。大分県に次いで国内第2位の
導入量を誇っています。
　また、国内23年ぶりの大型地熱発電所となる
湯沢市の「山

わさび

葵沢
ざわ

地熱発電所」が稼働し、全国的にも
注目を集めています。
　県では、この高い地熱ポテンシャルを生かした産業
振興や雇用創出に向けた取り組みを進めています。

秋田の地熱を知ろう！

地表調査
掘削調査

坑井調査
噴気試験 建設工事 運転・保守

地　元　理　解

地熱
開発
の

プロ
セス

山
わさび

葵沢
ざわ

地熱発電所（写真提供：湯沢地熱株式会社）
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持続可能な循環エネルギー持続可能な循環エネルギー
日本の豊富な地熱資源を活用した
純国産のエネルギーで、持続的
な利用が可能です。

ベースロード電源ベースロード電源
季節や天候、時間帯に影響され
ないため、年間を通じて安定的に
発電できます。

環境にやさしい環境にやさしい
風力や太陽光などの他の再生可能
エネルギーと同様、発電時に二酸化
炭素をほとんど排出しません。

多面的な利用多面的な利用
発電後の余熱や熱水は、農作物の
温室栽培や乾燥野菜の製造、乳製品
の処理加工にも利用されています。

お問い合わせ先  県エネルギー･資源振興課　☎018-860-2282

　多くのメリットがある一方で、開発地点の付近には温泉地がある
場合が多く、地域の温泉事業者からは、温泉や景観への影響を心配
する声もあります。
　本県では、セミナーやシンポジウムを
開催し、地域の方々の地熱発電に関する
理解促進に努め、発電事業以外のメリット
についても、地域とともに考えています。

　地熱水は、温室ハウス栽培や食品加工などにも活用できることから地場
産業の創出に貢献します。県内では、乾燥野菜の製造や乳製品の加工
などにも地熱が利用されています。

　また、再エネ発電事業者と県内の
製造業や建設業等とのマッチングの
場を設けており、県内企業の受注に
つながっています。

地熱理解促進セミナー

地熱を利用した乾燥野菜の製造 地熱を利用して低温殺菌処理した乳製品

地熱発電の特徴と地元理解の促進

地場産業の振興と県内企業の参入拡大

　県内では、新たな地熱発電計画も進められています。県では、さらなる地場産業の振興や、
関連産業への県内企業の参入拡大に向け、地元理解を得ながら、秋田県ならではの地熱
開発に、継続的に取り組みます。

�地熱発電にはどんな
メリットがあるの？
大きく次の四つの
メリットがあります！

地熱発電所ができると、地元の産業や雇用はどうなるの？
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56365

お知らせ

沿岸でグラッときたら高台へ
平成23年の「東日本大震災」では、津波による

死者が14，000人を超え、昭和58年の「日本海
中部地震」では、死者104人のうち、津波により
亡くなられた方は、100人でした。

沿岸部で大きい揺れを感じたら、津波に
備え、速やかに高台に避難しましょう。

避難場所については、お住まいの市町村
または、次の連絡先にお問い合わせください。
問  県警察本部警備第二課

☎018-863-1111

自動車税の口座振替納税 
手続きは3月末まで

「自動車税種別割」は、金融機関・コンビニ
での納付のほかに、口座振替納税やスマホ決済
アプリによる納付も可能です。

令和4年分から口座振替納税を開始するには、
3月末までに総合県税事務所または金融機関へ
の届出が必要です。また、口座振替納税から
それ以外の納付方法に変更する場合も3月末
までの届出が必要です。期限内の届出をお願
いします。

 コンテンツ番号　10981
問  総合県税事務所　収納管理課

☎018-860-3331

自転車保険等への加入が 
義務となります

「県自転車条例」により、令和4年4月1日
から自転車損害賠償責任保険等（自転車利用
によって、他人の生命・身体に損害を与えた場合
に補償する保険・共済）への加入が義務化され
ます。万が一の事故に備え、必ず保険等へ加入
してください。

自転車は車の仲間です。定期的に整備士に
よる点検・整備を受け、交通ルールを守り、
安全に利用しましょう。

詳しくは、美の国あきたネットをご確認ください。
 コンテンツ番号　58212

問  県県民生活課　☎018-860-1523

高齢者講習制度の改正について
令和4年5月13日に、「改正道路交通法」が

施行されます。改正のポイントは、75歳以上
で一定の違反歴がある方が運転免許証を更新
するための「運転技能検査」や、「サポカー＊
限定免許」の導入のほか、「高齢者講習制度」
です。
＊サポカー： 衝突被害軽減ブレーキ搭載車など

の安全運転サポート車
詳しくは、県警察ウェブサイトをご確認くだ

さい。　

問  県警察本部運転免許センター
☎018-824-5333

こども救急電話相談室を 
毎日開設しています

急病のお子さんの対応方法などを、夜間に
相談できる窓口を毎日開設しています。

急な高熱、けがなどで、病院の夜間受診に
迷った際など、ぜひご利用ください。
受付時間 毎日19：00～翌8：00
電話番号 ☎018-895-9900（全ての電話）

♯8000（プッシュ回線の固定電話・
携帯電話）

 コンテンツ番号　2319
問  県医務薬事課　☎018-860-1406

依存症問題でお困りの方へ
アルコールや薬物、ギャンブル等の依存症に

ついて、ご本人やご家族からの相談をお受け
しています。

依存症は意志や性格の問題ではなく、回復
できるこころの病気です。

ひとりで抱え込まず、ぜひご相談ください。
※事前にご予約をお願いします。
 コンテンツ番号　32136

問  県精神保健福祉センター
☎018-831-3946

寄付のお願い 
あきたスギッチファンド

「あきたスギッチファンド」では、福祉、子育て、
環境保全など、地域の課題解決に取り組む
さまざまな団体を支援しています。

一人でも多くの方からのご寄付をお待ちし
ております。
寄付額 1口1，000円から

※ 専用の振込用紙をご利用いただく
と手数料はかかりません。

※ 寄付金は税制優遇対象

 コンテンツ番号　61840
問  認定NPO法人あきたスギッチファンド

（遊学舎内）
☎018-839-8941

問  県地域づくり推進課　☎018-860-1245

「学び直し」で希望の就職を 
つかみとろう！

県立技術専門校 の 令和4年度短期課程
（離転職者等対象）の入校生を募集しています。

訓練科名 実施校 定員 訓練期間
建設機械運転科 鷹巣校 20人 6カ月
木造建築科 鷹巣校 10人 1年
第二種
電気工事士等
資格取得応援科

大曲校 10人 6カ月

募集期間 2月16日（水）～3月16日（水）
（大曲校は2月18日（金）～）

申し込み お近くのハローワーク
 コンテンツ番号　62313

問  県雇用労働政策課　☎018-860-2301

◀あきたスギッチ
ファンド
ウェブサイトは
こちら

コンテンツ番号がある情報は、美の国あきた
ネット画面上部の「サイト内を検索する」
に番号を入力すると詳細をご確認いただけ
ます。

ウェブ「美の国あきたネット」

情報のひろば

◀県警察
ウェブサイトは
こちら
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「～大変革の時代～ 
新秋田元気創造プラン」に関する

説明会を開催します
令和4年度からの県政運営の指針となる

“ 新秋田元気創造プラン ” の内容に関する
説明会を、各地域振興局などで開催します。

詳しくは、美の国あきたネットをご確認くだ
さい。

日時・会場
3月23日（水）

○山本地域振興局　　10：00～11：30
○仙北地域振興局　　10：00～11：30
○北秋田地域振興局　14：00～15：30
○平鹿地域振興局　　14：00～15：30
3月25日（金）

○由利地域振興局　　10：00～11：30
○鹿角地域振興局　　13：30～15：00
○雄勝地域振興局　　14：00～15：30
3月29日（火）

○県庁第二庁舎　　　10：00～11：30
14：00～15：30

※いずれの会場も要事前申込
 コンテンツ番号　62383

問  県総合政策課　☎018-860-1217

情報のひろばの内容は、新型コロナウイルス
感染症などの影響により、変更になる可能性
があります。お問い合わせいただくか、
美の国あきたネットなどでご確認ください。

第1土曜日��17:25��秋田放送
第2土曜日��13:55��秋田テレビ
第2土曜日��15:30��秋田朝日放送

テレビ「あきたびじょんNEXT」 ラジオ
「秋田県からのお知らせ」

第２・４金曜日　7:50
エフエム秋田

4・8・12・2月の
第2土曜日�秋田魁新報・北羽新報
第2日曜日�北鹿新聞

新聞「あきた県広報」 FacebookTwitter
県政広報の
ご案内

note

「ハタハタ稚魚放流体験」 
参加者募集

男鹿水族館 GAO では、館内で人工授精・
ふ化したハタハタ稚魚の放流体験を行います。
男鹿の海に戻るよう願いを込めて一緒に放
流しませんか。ぜひご参加ください。

また、「ハタハタってどんな魚？」「何のために
放流をするの？」など、さまざまな疑問に
飼育員がお答えします！
日　　時 3月19日（土）～21日（月祝）、

26日（土）、27日（日）
13時00分～（所要時間：約45分）

会　　場 男鹿水族館GAO（男鹿市）
料　　金 200円　※入館料別途
定　　員 各日　6人　※小学生以上対象
受付方法 当日、受付にてお申し込みください。

（定員に達し次第、受付終了）
問 男鹿水族館GAO　☎0185-32-2221
問 県観光戦略課

☎018-860-1461

にかほんじょう 
はるめぐりスタンプラリー

由利本荘市、にかほ市において、春を感じら
れるスポットを巡るスタンプラリーを実施しま
す。

それぞれの市で2カ所以上、合計4カ所以上
のスタンプを集めて応募すると、抽選で地元
特産品が当たリます。

実施期間 4月9日（土）～5月31日（火）
スタンプ設置箇所
○由利本荘市 本荘公園、道の駅にしめ、

八塩いこいの森ほか
○にかほ市 にかほ市観光拠点センター

「にかほっと」、土田牧場、
白瀬南極探検隊記念館ほか

応募期間 5月31日（火）まで
応募方法 スタンプ設置箇所に置いてある

応募箱に投函するか、はがき
の郵送（5月31日消印有効）

 コンテンツ番号　57205
問 由利地域振興局（由利地域観光推進機構）

☎0184-22-5432

催　し
学生の就活を応援！ 

秋田県合同就職説明会
令和5年3月に大学や短大、専修学校等を

卒業予定の学生や既卒者の方を対象とした
合同就職説明会を、オンラインと秋田会場で
開催します。
○オンライン（要事前申込）

日　　時 3月1日（火）～6日（日）
10:00～17:15

○秋田会場
ANAクラウンプラザホテル秋田

日　　時 3月23日（水）～24日（木）
午前の部10:30～12:30

（受付10:00～）
午後の部13:30～15:30

（受付13:00～）
参　加　費 いずれも無料
 コンテンツ番号　54283

問 県移住・定住促進課　☎018-860-1248

コレクション展 
「春を迎える日本画」

人々の暮らしとともにあり、季節感を大切に
する日本画には、迎春にふさわしい作品や
春の訪れを感じさせる作品が多く見られます。
館内コレクションから、約40点の作品をご
紹介します。
日　時 1月22日（土）～4月10日（日）

※会期中無休
会　場 県立近代美術館（横手市）
観覧料 無料

 コンテンツ番号　62416
問 県立近代美術館　☎0182-33-8855

企画展 
「外来生物-運ばれる生き物たち-」

外来生物とは、「外国から来た生物」では
なく、「本来の生息地ではない場所へ、人間の
手によって運ばれた生物」を指します。

本展では、国内・県内で確認されている外来
生物や、今後侵入が懸念される事例などに
ついて紹介します。
日時 12月4日（土）～4月3日（日）

9：30～16：00（休館日は月曜日、祝日
に当たる場合は翌日休館）
※4月1日（金）からは16：30まで

会場 県立博物館（秋田市）
料金 無料

 コンテンツ番号　61643
問 県立博物館

☎018-873-4121
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～150年の軌跡～
⑥

洋上風力の基礎部材（令和3年4月撮影）
©2021 秋田洋上風力発電株式会社

　明治の終わり頃から油田の本格的な開発が始まり、昭和30年代前半には秋田
市の八橋油田が全国一の生産量を誇るなど、石油や天然ガスの一大産地として
名をはせた秋田県。
　時代が変わって世界的に化石燃料からの脱却
が叫ばれる現在は、本県ならではの豊富な自然
エネルギーを生かした新たな産業として、再生
可能エネルギー（風力、地熱、太陽光、水力、バイオ
マス）発電の導入拡大が進められています。
　中でも洋上風力発電において本県沿岸地域
が、風況の良さや遠浅の海底地形から我が国
有数の適地として注目されています。
　時を経て、次は国内最大級の新エネルギー
の供給基地に。未来に向けた大プロジェクトが
動き出しています。

原油の大産地から、新エネルギーの供給基地へ
［ 秋田のエネルギー資源 ］

本コーナーは、秋田県誕生150年を記念し、
県の歴史を振り返るものです（全6回）

最盛期の八橋油田（昭和30年頃）
秋田県公文書館所蔵

秋田の風資源を活
い
かそう

二酸化炭素の増加による地球温暖化は超特大
の台風や極端な集中豪雨など気候変動を誘発し、
さらには二次的に農産物や水産物などの食糧
資源確保の面でも悪影響を及ぼすなど、人類に
とって危機的な状況になっています。
二酸化炭素は石油や石炭など化石燃料の燃焼

によるものが多く、火力発電所や自動車が主な
排出源となっています。一方で原子力発電は
二酸化炭素を排出しませんが、東日本大震災で
経験したように、万が一破損した場合の危機的
な被害や使用済みの核燃料の処理が難しいなど
多くの課題があります。

そのような中で、水力、太陽光、地熱、バイオマス、
風力などを活用する自然エネルギーへの切り替え
が世界的に進行しており、本県においても大規模
な洋上風力発電のプロジェクトが進行中です。
さまざまな考えはあるでしょうが、いずれ我々
の生活に欠かせない電気エネルギーの多くは
風力発電など自然エネルギーに頼らざるを得なく
なります。
今こそ、本県の貴重な風資源を地域の活性化に

つなげるため、さまざまな視点でチャレンジする
時ではないでしょうか！




